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第一章 緒 論

抑 、結核菌 ハ從來極端 ナノレ好氣 性菌 トセ ラレ從

ツテ其 ノ培養 二當 リテハ常 二酸素供給 二注意 ス

ベ シ トナ シ多 ク固形培養基或 ハ液 饅培 養基 ノ表

面 二褒育 セ シメ ラ レタ リ。然 ルニ結核菌 ハ生禮

臓器 ノ如 ク酸素 二乏 シキ塵 一 モ良 ク寄生嚢 育

スルハー ツ ノ疑問 ト シ テ残 サ レタ リ。1913年

A.Besredka(i⊃ ガ炭酸曹達 テ以 テ透 明 トセル5

%卵 黄 蒸鯛 水液 中 二結核菌 テ培養 スル時 ハ速 二

培養液 ノ深部 二褒育 スル テ報 ジテヨリEduard

Boecker(2⊃ ハ之 テ承認 シ、彼 ハ更 二之 二「グ リセ

リン」肉汁 テ添加 シタル モ ノニハ其 ノ登育良好

ナル テ述 べ、爾來此 ノ方法 ガ追試研究 セラレ且

ツ其 ノ改良 ガ加 ヘ ラ レタ リ。斯 ク ノ如 ク結核菌

ガ適當 ナル培養基 テ以 テス レバ ヨク其 ノ液饅 内

二蛋育 スル ノ事實 二依 リ結核 菌ガ生盟組織 内 ニ

モ ヨク褒 育 スル ト云 フ疑 問 ノー ツガ解決 セラ レ



2 鴻 ⊥=結 核菌 ノ液船培養基内二於クル嚢育比較實験並 二均等螢育 ト非抗酸性結核菌 【第14看

タルカノ感 アリ。

余 モ結核菌 ノ液艘内培養 二就 テ検索 ラ企 テ從來

ヨリ使用 セラル ・液髄培養基及 ビ臓器、魚肉、

鶏肉等 ノ浸出液 ノ外牛乳、卵黄等 ヨリ自家考案

二依 リテ製出セルモ ノテ以テ結核菌 ノ液盟内爽

育度 ラ比較實験 シ併 セテーニ ノ培養條件テモ實

験 シタルラ以 テ其 ノ結果 テ簡軍二報告セント

ス。而 シテ余ハ此 ノ實瞼 二於 テ軍二各培養基中

二於ケル毅育度 ノミラ槻察 スルニ止マ ラズ常二

登育状態、形態的及 ピ染色的慶化二留意 セシニ

卵黄ラ「エーテル」ラ以テ抽出 シ短レ残渣即 チ卵

黄蛋白(「ピテリン」》テEト λルモノ、5%蒸 艘

水乳剤 ラ苛性曹達 ラ以 テ透明 トシタルモノラ培

養基 トシテ結核菌 ラ其 ノ巾二培養 スルニ結核菌

ノ焚育佳良ナルノヒナラズ此 ノ培養基 二世代 テ

重ネ適常ナル方法 ノ許 二多撒 ノ結核菌々株 テ完

全二均等螢育セシノ得 タリ。又此 ノ培養基中二

培養セラレタル結核菌ハ菌株 ト培養同激 トニ依

リテ差アルモ鏡検 スルニ其虎 二幾多 ノ非抗酸性

結核菌 ヲ壷生 シ來ルテ認メタリ。是等 ノ事實ハ

結核菌 ガ其 ノ環境二封 スル愛移性 テ物語ル興味

アル實験ナルテ以 テ此 ノ疲験 二使用 シタル人型

及 ビ牛型合計16株 ノ結果 ラ舷 ニー括 シテ取 リ

敢ヘズ併 セテ報告セントス。

第二章 結核菌ノ液髄培養基内昌於ケル護育比較實験
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第 一一節 使 用 培 養 基

「ブfオ ン」及 ビ「グリセ リン
、 ブ4オ ン」

「アルカ リ」卵黄水

無蛋 白培 養基

肺、肝、脾臓浸 出液

「アルカ リ」牛乳水

「アル カ リ」「レチ ・ン」水

酸卵黄水

「アルカ リ」卵黄蛋 白水

其 他

是等 ノ培養基 ノ内「ブ イオン」及 「グ リセ リン、ブ

イオン」ハ 法 ノ如 ク製 シタルモ ノニシテ其 ノ性

二關 シテハ其 ノ都度之 テ記載 セ リ。4)→9)ハ 自

家考案 二依 リテ製 出 セルモ ノナ リ。

「アルカ リ」卵黄水

鴻 上氏 〔3⊃ノ製法 二依 ルモ ノー シテ5%卵 黄水 ラ

1%苛 性曹達 ラ以 テ透明 トセルモ ノナ リ(製 法

略)。

無蛋 白培養基

「ア ス パ ラ ギ ン」5 .Og

拘 儲 酸 「マ グ ネ シ ウ ム 」2.59

硫 酸 「マ グ ネ シ ウ ム 」0.6g

軍 燐 酸 「カ リ ウ ム 」5.09

「グ リ セ リ ン」20.Oecm

蒸 溜 水1000.Ocem

ノ製 法 ノモ ノテ使用 セ リ。

肺、肝及脾臓浸 出液

新鮮 ナル牛肺臓 ヨリ肋膜及大 ナル氣 管部 多除 去

シ挽 肉器 二掛 ケ タル後 肉5009二 蒸 鱈水1000

ccmノ 割 合 二加 ヘ タルモノテ蒸氣釜 内西1時 間

乃至2時 間浸 出後濾過分 注,30分 間宛3日 間 々

歌滅菌 ス。斯 クシテ得 タル浸 出液 ハ肉水 テ精 ℃

白色 ニ シタル ガ如 キ色調 テ呈 ス。此 ノ肺臓 浸出

液 二5%ノ 比 二 「グ リセ リンJb1%二 「ベ プ ト

ンj、0.5%二 食盟 テ追加 シタルモ ノテ「グ リセ

リン」肺臓培養基 トセ リ.

肝 、脾臓 浸出液 モ之 ト同檬 ニ シテ製 セ リ。

「アル カ リ」牛乳水

生牛乳 テ大遠 心沈澱管 二取 リ遠心器 ニ テ可及的

迅速廻 轄 セ シム レバ比重 ノ關係 上脂肪部 分 ガ ーヒ

層 テ占 ム。脂 肪層 テ匙 ニテ掻 キ取 リ、 尚残 レル

脂肪部 分 ラ出來得 ル限 リ混 入 セ ザ ル 様 「ピペ ・

ト」ニテ下層部 分 ラ探 リ、之 ラ、蒸鱈 水 ニテ5倍

乃至10倍 等 二 稀葎 シタルモ ノー1%苛 性曹達

テ注加 シテ透明 ナル液 テ得 ル モ余 ノ實験 二依 レ

バ注加 「アル カ リ」量 ハ原脱脂 牛乳 量 ノ5分 ノ1

量 ナ レバ充分 一シテ「アルカ リ」注加 ラ終 リタル

モ ノテ蒸氣釜 内 一1時 間滅菌 後分注
、30分 間宛

3日 間 々歌滅 菌 ラ施 ス。斯 ク シテ製 セル牛 乳水

ノ色調 ハ淡 黄褐 白色乃至褐黄色 ラ呈 シ
、其 ノ水
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素 「イオンJ濃 度 ハ滅菌 テ終 リタル直後 ハpH

7・2前 後 ナルモ 敷 日間放置 スレ'仲 性 二近 シ。

斯 クシテ製 シタルモ ノト難 モ爾少 ナカ ラズ脂肪

ラ含有 スルハ勿論 ナ リ。

「アル カ リ」「レチ ・ン
」水

「レチ ・ン」ハMerck會1吐 製 ノ卵 黄1一レチ ・ン」

ニ ジテ爾 「ル タ1ン 」色素等 テ含 有 ス.「 レチ ・

ン」19テ 蒸榴水100ccm中 二乳剤 トナ シ之 一

1%苛 性 曹達 テ1ccm注 加 ヘレバ透明 トナ シ得

ル モ更 二「レチ ・ン」水100ccmr.封 シ テ1%1。1了

性曹達 テ0・5ccmノ 比 二追加 セ リ。次r.法 ノ如

ク滅 菌 ス。斯 クシテ製 セル「レチ ・ン」水 ハ淡黄

謁 色 ラ呈 シ、滅 菌 テ終 リタル後 ノ水 素「イオ ン」

濃 度 ハpH7.2前 後 ナ リ.

酸 卵 黄水

「アル カ リ」卵 黄水 ノ製法 二準 ジテ5%卵 黄蒸艘

水乳剤 テ製 シ、之 二酷酸(50%)或 ハ髄酸(2%)

水 テ注加 シテ透明 ナル液 ラ得 ルモ注加酸量 ハ透

明 トナ シ得 ル最少量 二止メタ リ。次 二法 ノ如 ク

滅菌 テ行 フ。斯 ク シテ製 シタル酸卵黄水 ハ酸 陞

度強 ク滅 菌後撒週 間放 置 スルモ其 ノ水素 「イオ

ン」濃度ハpH5・8以 下 ラ示 ス。

「アル カ リ」卵黄蛋 白水

鶏 卵 ヨリ十分卵 白部分.テ除去 シ卵黄部分 ラ分液

漏斗 二探 リ、之 テ 「エー テル」テ以 テ数 同反 復

抽 出 シ「エー テル」層 ガ最 早着 色 セザル ニ至 レバ

他器 二探 リ「エー テル」分 テ十分傾斜除 去 シ、直

チニ残渣部 ラ秤 量 シ其 ノ20倍 ノ割 合 二蒸鯛 水

ラ加 フ レバ5%卵 黄蛋 白蒸鱈水乳剤 テ 得(此 ノ

際 最初少量 ノ蒸艦水 テ以 テ良 ク撹絆 シタル後残

絵 ノ蒸鱈水 テ加 フルラ可 トス)。次 二之 一1%苛

性曹達液(豫 メ10%苛 性曹達液 テ準備 シ使用時

二10倍 二稀葎 シテ使用 スルテ便 トス)ラ 注加 ス

レバ透 明 ナル溶 液 テ得 ルモ之 二必要 ナル苛性曹

達液 ノ量ハ5%卵 黄 蛋 白水乳剤100ccm二 封 シ

テ1%苛 性 曹達液2ccmテ 加 フ レバ充分 ナ リ。

斯 クシテ出來 タル培 養基 テ1時 間蒸氣釜 内 二滅

菌後濾過分注、更 二30分 間宛2日 間々歓滅菌 ラ

施 ス。此 ノ培 養基 ハ淡 白色透 明 あ シテ其 ノ水素

「イ ケン」濃度 ハ滅菌直後 二於 戸 ・稽 篭 「アルカ

リ」性強 キ モ敷 川湖放 置 λ レバpH7・5前 後 ナ

リ。斯 ク シテ製出;タ ルモ ノー7余ハ1ア ルカ リ」

卵 黄蛋 白水 ト命 名 ビリ。

其 ノイ也,ノ培 養 基

余ハ此 ノ外鶏 肉、魚肉等 コリ啓通 肉水 ノ製法 二

依 リテ浸 川液 ラ製 シ培 養基 二供 シタ リ。

第 二 節 實 験 二供 シ タル結 核 菌

菌 株 蛇 二實 駒 方 法

使川菌株 トシテハ「アルカ リ四1横 水中 ノ培 養 二

馴 レタルモ ノ、 「グ リセ リン、 プィ才ン」液面褒

育二馴 ラサ レタルモ ノ及 ピ患者喀 淡 ヨリ新 シク

分離 シタル後固形培 地 二1代 乃至3代 テ経 タル

モ ノ等種 々 ノ培 養條件 ニ アリシ菌 株 テ實験 二供

シタ リ。患 者喀淡 ヨ リ結核 菌 テ 分離 スルニハ

住 吉氏")ノ10%硫 酸 法 一依 リPetroff或 ハ

L6wenstein培 養 基 ヲ・使用 セ リ。

A.B及 ビ熊切菌株

A及 ピB菌 株 ハ當實験室保存 ノ人型菌 二Lテ 、

熱切 菌株 ハ患 者喀淡 ヨ リ分離 セ シモ ノニ シテ共

一「アルカ リ」卵黄 水培 養基 内臓 育二馴 レタルモ

ノナ リ。

牛型菌株

北研 株 ニ シテ「グ リセ リン、 ブ イオ ン」液面 睦育

二馬Illレタ リ。

其 ノ他 ノモ ノハ余 ハ人院患者喀疾 ヨ リ新 シク分

離 セルモ ノーiテL6wenstein或 ハPetroff

ノ培 養基 二1代 乃 至2・3代 ラ経 タルモ ノナ リ。

各菌株 テ移植 スルニハ「アルカ リ」卵黄水 中二登

育 シタル モ ノハ試験 管上部 ノ卵黄水 ノ部分 ハ滅

菌 「ピペ,ト 」ニテ除 去 シ管底 ノ菌 テカネ テ準備

セル滅菌 蒸鱈 水試験 管中 西浮游 セ シメ滅菌 「ピ

ペ,卜 」ヲ以 テ其 ノ同量宛 ラ各培養基試験管 中 二

分 注 セ リ.固 形培 地及 ビ 「グ リセ リン、 ブ イオ

ン」液面 二登育 セ シモ ノニ於 テ モ 同様 二滅菌 蒸

鱈水中 二浮游液 トナ シ各培養基試験管 二同量宛

移植 セ リ。然 ル後 「パ ラフ1ン 」封蹟 ラ施 シ370C

ノ卿 卵 器中 二培 養 セ リ。 各培養試験管 ハ同種 ノ

モ ノ2本 乃至3本 宛使 用 シテ其 ノ登育李均 ヲ取
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__一

レリ、培養 中液面磯 育ナキ腸、二ll惣 セ リ。

臓育度記載 法:

帯 ハ 「アルカ リ」卵 黄水il・ノ蕨f岬 度 及 ピ之 ト同

等 ノ猛育度 ラ示 シ

十・ハ中等度,

十 ハ疲育僅 カナルモ ノ

±ハ黄 育疑 問 ノモ ノ磯 育極↑勒 ノt1ヲ 含 ム)

一 ハ蕨 育 テ認 メザル モノ

○印 ハ ヨリ磯育微弱 ナルヲ意1味7・

第 三 節 實 験 成 績

1)「 アル カ リ」卵黄 水中二於 ケル磯 育度 ラ基準

トシテ「ヶ'リセ リン」肺、肝、脾 及 ピ 「〃'リセ リ

ン、 ノ'14ン 」b「ブ{オ 知 等 ノ培養基 中=一於 ケ

ル結核 菌磯 育手田斐'比 較/・ル ー=第1表 二見 ル姐

ク肺臓浸 出液 曳於 ∫ハ卵 黄水 島比較 シテ其 ノ磁

佛'B劣 ル ト難 モ相常 轟良 クPtfizル ラ認 ムル

モ肝 及 ピ脾臓浸 出液 三至 リアハ其 ノ蕨 育至極 悪

シク他 力 ・菌聚落 ノ肥大lrル モ ノテ認 ムル程度

.ちllい・ル 渦 ヤ図 。 〃 リL・,J㍉ プ 材 ンJ及

ピ「ツf4二 ・距 ・・…般 種 カニ登 育 シ、是等相

ii:llljノ褒 育度 ハ相似 タル程度 一一シテ1〈/i・ナ シ。

一般 二液儒 内培養 二馴 ラサ レタル菌株 ハ良好 ナ

ル疲 育 チ示 シ、培養 巾振艦回激願 幣 ナル ホ ド其

ノ礎 育 テ助 長 宏ルラ認 ム。

第1表 諸種液胆培養基内二於ケノレ結核菌凝育度

＼lg一 地 別rア_
」re',Jセ リ 「9'リ セ リ 「グ_育

度 卵 黄 水 獅ii['yJ7'イ 「ブ イ わ 」'」 肝

菌 株

別 、(pH=7・3)(pH=6・2)(pH=6・2)「pH『6・2'1(轍 性)

1「
ワ9リ セ リ1

ノ」脾1培 養ll敬

「弱 酸 性:弓

!

A柵 柵 十 十
1 一 千一 一 一1-lliレ

B柵 帯
_一 一 一　 一▼

帯

帯
___ニ ー.一_._一_L.一 一

熊 切 柵 十 。

世 一一
十'

十 。

1± ± 15.。
一一

26,,
一 一'-

23,,

一
牛 型 柵 柵 十〇

一 一 一 一一 汁 一一 一 一 一

十11十一 二=「一___　}

木 村 帯 柵+。+⊂一 一}

杉 本 柵 什 ± ±
一_一 一_一 一

}一 一

大 野 柵 什 十〇 十。

十
___「 一

十 十26,,
_一_π 一_一__一

一15.,
__一,,一_一 一一}一 一

十 十16,,

±

佐 久 間 柵 什
一
十

___=二___

十

一一

±

深 野 柵 什 十十'

___=二__「 二____

±
1
24,,
一 一 一 〇

[29.,
　 皿 一 一

29.,
}____一_

30.,

一_一_

杉 山 帯 柵 十 十

一
1

二 田 帯 柵 替 督
-一 一 一 一

± ±

大 畑 柵 十十 什。 十 ±

田 中 柵 十。 十。 十c

一
十130..一

荒 井 柵++
一 一i

30.,1

余 ハ又肺臓浸 出液其 ノモ ノト、 之 二 「グ リセ リ

ン」、 「ペ プ トン」及 ピ食盤 テ加 ヘ タル即 チ「グ リ

セ リン」肺臓培養基 トニ於 ケル結核菌 ノ液禮 内

培養 ノ比較實験 ラ行 ヒタルニ後者 ノ方穂 、ヨロ

シキ褒育 テナスカ ノ感 アル程度 ナ リキ。

2)「 アルカ リ」卵黄蛋 白水、「アルカリ」「レチ ・

ン」水及 ピ無蛋白培養基 二人型菌6株 、牛型菌1

株 ヲ使 用 シテ結核菌 ノ液禮 内培 養 テ試 ミタル_

其 ノ成績 ハ第2表 二示 ス如 ク「アル カ リ」卵 黄蛋

白水 二於 テハ其 ノ登育 「アルカ リ」卵 黄水 二優 ル

第2表 諸種液禮培養基内二於ケル

結核菌骸育度

蚕ず地別
度

菌株
sij

「ア,レ

カ リ1

卵 黄 水

K嚇(明 云陸5鯉5i瞳
臓 鵬鰍 培養
白水};

一 き_
'卜 型

櫨 切荒
井

中 山
大 畑
田 中

ー

一

柵
遮
帯
1

一

一

柵
再
再
搬
柵 柵

柵 柵

柵/柵

±

±

±

　±

一±

柵

十。「30,

34日

、1鎗1'

燈

1一器.,
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トモ劣 ラザル テ認 メ「レチ ・覧」水中三ハ毅育 ケ

見 ズ。無蛋 白培養基 ・)僅力轟2株 ノ實験 二過 ギ

ザルモ菌株 二依 リ相當 二良 ク褒育 ス。

3)其 ノ他 自家考案 二依 ル 酸卵 黄水、 「アルカ

リ」牛乳 水、魚 肉及 ピ鶏肉浸 出液等 二結核菌 ノ液

禮 内培養 尋試 ミタルモ是等 何 レ・=於テモ殆 ン ド

褒育 ス ルラ認 ノザ リキ。

4)水 素 「tオ ン」濃度 ト結 核菌 ノ液艦培 養J,9・lii)

登 育 度

熊切菌 及 ビ't二型菌 ノ2株 テ肺臓浸 出液 巾 二1代

第3表

ラ縄 セ シノタルモ ノテ使用 シテ肺臓浸 出液及 ピ

「グ リセ リン
、 ブ1左 ンJ培 養基 ノ水 素「イ才 ン」

濃度 ト結 核菌 ノ液髄 内猛育度 トノ開係 テ實験 シ

タルニ第3表 二示 へ如 ク菌 株 ト培養 基 卜∴依 リ

テ良好 ナル猛 育テナ 入水素 「イオ ン」濃度域 二多

少 ノ相違 アルモ巾性、弱酸性、弱 「アル カ リ」性

即 チpH6.2ト7.4ノ 間 二猛 育良 久pH5・8以

下8.4以 上 二至 レバ殆 ン ド獲育スル ヲ認 ノズ。

但':'tg二 述 ベ タル成績 ハ28日 乃 至4XH間 ノ培

養 ノ結 果ナ リ。

水素「イオソ」濃度 ト結核菌 ノ液盟内疲育度

1＼pH響

育疫5 .8
　
菌株
別 」

.熊

牛

牛

切!±
一一一1--1-一一1

6.oi6.26.6
1,

{

十十 十十!柵
1

型

型
!t÷÷÷

!
7.07.ll7.8

酬舶土
　

柵1十}十1

._一_.

州 什+

8.2 8.4培 養 基別 培養日敬

　

+

}
±

±

±1

1

肺臓 出液i28酬 柵

柵"1"

ll購1・ ・「48"柵

「アIVカ リ1

卵 黄 水

(pH=7.3)

第三章 小括拉二考案

　

1)余 ハ牛 ノ肺、肝、脾臓等 ノ浸出液テ培養基

トシテ結核菌 ノ液禮内培養 テ試 ミタルニ肺臓二

於 テハ相當二良 ク瑳育 スルヲ認 ムルモ肝及 ピ脾

臓 ニハ其 ノ叢育至極悪 ルシ。蓋 シ人結核及 ビ實

験結核動物 二於 テ肺臓 ハ肝或 ハ脾臓 二比 シテヨ
　

リ結核 菌 ノ襲來 テ受 ケ易キ ニー致 スルモ ノ ト云

フベ キ カo

曾 テFrugonit5,ハ 家 兎及 ピ犬 ノ肺臓 ノ切片 ノ

表 面 二結核菌 ガヨ ク護育 スルテ述 ・ご、v.Sza-

lb6kyハ 肺 臓浸 出液 ガ結核菌 ノ培 養基 トシテ肉

水 二代用 シ得 ルテ報 ジタルハ又肺臓 二結 核菌 ガ

ヨク褒育 スルラ物 語 ルモ ノナ リ。 又Lumi6re,

BindodeVeechi等 ハ肝及 ピ脾臓 ノ切片面 二

結核菌 テ登育 セ シメ得 ル テ報 ズルモ未 グ是等臓

器浸 出液 々艦 内 一護育 セ シムル テ試 走タル テ知

ラズ。

先年高須 氏 ⑥ハ人結核或 ハ結核感染試験 二於 テ

各臓 器 ノ呈 スル病慶程度相等 シカ ラザルハ血流

或 ハ淋 巴流 ラ傳 バ リ來 タル結核菌 二封 スル諸臓

器 ノ親和力乃至吸著力 二基 ク所 多 シ トナ シ、追

ツテ全泉氏(7,ハ親 和カ ー・差異 アルハ組織的及 ピ

機能的差 異 二依ル ト云 ヘ リ。余 ノ實験 ノ結果肺.

肝 、脾臓 浸出液 中ヨ於 ケル結核菌 奨育度 二差 ア

ルハ恐 ラク各臓器 ガ含有 スル結核菌黄 育上必要

ナ ・レ榮養 ノ多少 ト其 ノ騒育 テ阻 止 スル物質 ノ有

無 トニ原因 スルモ ノ ト見倣 スベキ カ。

21次 二「アル ヵリ」卵黄蛋 白水及 ピ「アル カリ」

「レチ ・づ 培養基 一於 ケル結核菌 ノ登 育度 茅見

ルニ「アル ヵ リ」卵 黄蛋白水中 一ハ「アル カ リ」卵

,黄 水中 二於 ケルモ ノト比較 スルニ同等或 ハ其 レ

以上 ノ磯育 テナ シ、而 モ「アル カ リ」卵黄蛋 白水

中 二於 ケル結核 菌 ノ登育速度 ハ「アル カ リ」卵黄

水 ヨリモ迅速 ナルラ認 ム。 「アルカ リ」「レチ ・

}」培養基 中 ニハ殆 》 ド瑳育 スル テ認 メザ リキ。

此 ノ「アル ヵリ」「レチ ・ン」培養基 ハpH7・2ニ

シテ適常 ナル ニモ拘 ラズ結核菌 ノ磯育 ラ認 メザ
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ルハ意外 ナル結 果ナ リキ。

此 ノ「アル カ リ」卵黄蛋 白水 中 ノ結核 菌 ノ疲育度

二關 シテハ尚 多撒 ノ菌株 二就 キテ頁 ヲ改 メテ後

述 セ ン トス。

扱 テ鉱 昌余 ノ興味 テ引 キタルモ ノハ余 ノ製出 セ

ル 「アル カリ」卵黄蛋 白水 中二培 養 セ ラレタル緒

核 菌 バー種特 異 ナル壷 育撒態 ラ トリ同時 二染色

上著 シキ慶化 ラ來 シ、Zieh1・Neelsen染 色 一テ

鏡検 スルニ幾多 ノ非抗酸性結核菌 ノ出現 テ認

ム。此 ノ實験 二開 シテハ複雑 テ避 ケ頁 テ改 メテ

ー括 ス。

3)「 アル カ リ」卵黄水 二封慮 シテ到覗黄 テ酸 テ以

テ透明 トナ セル培 地 テ製 ス レバ或 ハ結核菌 ノ液

艦培 地 トシテ適常 ナルモ ノテ得 ル ナラ ント!見

地 ヨ リ余 ハ稀臨酸、酷酸及 ピ其 ノ他種 々 ノ酸 テ

,以 テ透明 トナセル5%卵 黄蒸榴 水液 テ製 シテ結

核菌 ノ液禮 内培 養 テ試 ミタルモ結 局綾育 スル ラ

認 メザ リキ。蓋 シ製出 セ ラレタルモ ノハ其 ノ酸

性度強 久 盟酸 テ使用 シタル場 合ハ最 モ酸性度

低 シト難 モ術 水素 「イオン」濃度 ハpH5・8以 下

テ示 シ、結核菌 ノ綾育 テ見ザ ルハ斯 ク ノ如 ク酸

性 度張 キニ過 グル爲 メナルベ シ。依 ツテ余 ハ出

來得 ル限 リ酸個i度 ノ低下 セ シノ ン トシテ種 々曹

心 卜實験 テ重 ネ タルモ逡'不 成功 二終 レ リ。

次 二'卜乳 ハ諸糧 ノ細菌 昌佳良 ナ ル培地 ナル テ以

テ余 ハ牛乳 ヨリ可及的 ヨク脱脂 シタルモノ デ苛

性暫逡 ラ以 テ透 明 トナ シタルモ ノ昌緒核菌 ノ液

盟 内培 養 獄 け ルモ期 待 昌反 シテ其 ノ毅育 至

極悪 シキーハ失望 セ リ。此 ノ液 ハ誠菌 ラ終 リタ

ル後鍬 日ラ縄 タ レ・飴 ン ド其 ノ性 ・・中牲 二近 寿

∴拘 ラズ搬育 ∬シキハ結核 菌 ノ登育 昌充分 ナル

成分 ノ快 如 セル昌依 ルモ ノト云 ハ ザ ル 《ピカ ラ

ズ。

魚類 ノ浸出液 ラ結核 薗 ノ培 養 二使用 シテ實験 ヲ

行 ヒタル者 二伊藤 氏`S⊃ア リ。 同氏 ハ浸 出液 ラ添。

加 セル「グ リセ リン」寒 天 子使用 シタル結 果淡 水

魚類 二最 モ優 レタル登育 テナ セ リト報 ズ。余 ハ

魚肉(鱒 及 ピ鶏 肉侵出液 テ以 テ結核 菌 ノ液艦 内

培 養 テ試 こタルモ是等 ニハ其 ノ蕨育 至極 不良 ナ

リキ。

余 ノ實験 ハ培 養 日数2週 乃至5週 貞 シテ其 ノ成

績 テ検 シタル比較的短期 ノ培 養結果 ナ レ ドモ更

轟長期 ノ培養 テ行 ヘ パ騒育 テ認 メザ リシモ ノニ

於 テモ多少 ノ毅育 ハ認 ムベ キモ ノナ西ベ シ,

第四章 余1「7ル カリ」卵黄蛋自水中二於 ケル結核菌護育状態

及 ビ非抗酸性結核菌 ワ出現 昌就 テ

余 ハ先 二余 ノ製法 二依 ル「アル カ リ」卵黄蛋 白水

中 二結核菌 テ培養 スルニ其 ノ磯育良好 ナル ノ ミ

ナ ラズ此 ノ培養基 中二培 養 セ ラレタル結核菌 ハ

ー種特異 ナル褒育駄態 テ トリ同時 二染 色上 一モ

著 シキ攣 化 テ來 シ、Ziehl-Neelsen染 色 ニ テ鏡

検 スルニ幾多 ノ非抗酸 性結核 菌 テ出現 スルコ ト

テ述 べ、此 ノ實験 二關 シテハ複雑 テ避 ケ頁 テ改

メテ記載 スベ シト云 ヘ リ。

扱 テ余 ハ諸種 ノ液盟培養基 テ以 テ結核 菌 ノ液艦

内褒育度拉 二培養要約 テ検索 セン トシテ實験 テ

重 ヌノヒー及 ピ勢 ヒ結核菌 ガ「アルカ リ」卵 黄水中

二嚢育良 好 ナルニモ拘 ラズー般 二使 用セ ラル ・

液盟培養基 三褒育悪 シキ理 由 ノ奈邊 二存 スル ヵ

ラ閑 明 セン トシ先 ヅ卵黄 テ成分 二分 チ之 二結核.

菌 テ培養 セ ン ト企 圖 セ リ。SC--Capaldite⊃ …

結核菌 ガ卵黄 ニヨ ク登育 スルハ其 ノ内 二含有 セ

ラル ・「リボ イ ド」即 チ「レチ ・ン」二原 因 スルモ

ノトナ シ、川村 氏qn}ハ卵 黄蛋 白質 二依 ルモ ノ ト

云ヘ リ。余 ハ卵 黄 テ「エー テル」テ以 テ抽 出 シテ

之 テ「エー テル」可溶性物質 ト非可溶性物質 トニ

分離 セ リ。前者 ハ脂肪、卵黄 「レチ ・ン」、「コ レ

ステ リン」及 ピ「ル テイ ン」色素等 ニ シテ、後 者 八

主 トシテ卵 黄蛋 白(燐 蛋白禮)即 チ「ピテ リン」ナ

リ。然 レ ドモ「エー テル」一テ可 及的 ヨク抽出 シ

タル残 渣 ト錐 モ爾多少 ノ「エー テル」可溶性物質

ノ残存 スルテ菟 レズ即 チ純 粋 ナル卵 黄蛋 白 ナ リ
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ト'去フケ得 ズ。此 ノ卵黄蛋白 ノ5%蒸 鯛水乳剤

ラ苛性曹達 ラ以テ透明 トヂセルモ ノ昌結核薗 ノ

液禮 内培養テ行 ヒタルニ上述 ノ如ク験育佳良ナ

ルノこナラズ壷育状態及 ピ染色上昌一種特異ナ

ル興味 アル璽化ラ認ムルニ至 リ更二此 ノ實験 ラ

進 ノテ牛型人型菌合計16株 ノ實験 ノ結果 ラ蝕

ニー括 シテ報 告セントス。

第 一節 結 核菌 ノ染 色的墾 化 ≧

關 ス,γ文獄 的考察

結核菌ハ抗酸性テ有スルー種 ノ小桿菌ニシテ接

種動物 昌特異 ノ結節テ形成 シ、培養基上二於 テ

モ特異 ノ登育ラナスモ ノトセラル。

然ルニ此 ノ結核菌二就 キテ近時其 ノ形態的拉 二

染色的壁化二關界ル研究 ガ盛 二行ハ レ從ツテ其

ノ火獣二現ハル ・モノ又少カラズ。

余 ハ弦二非抗酸性結核菌二就キテ報告 セントス

ルニ當 リー慮是等二關スル文獣 テ渉猟 シテ其 ノ

趨勢 テ知 ラントス。染色的攣化二關 シテハ今日

マデ幾多 ノ先進學者二依 リテ種 々ナル憶測 卜想

像 卜實験ガ行ハ レタルニモ拘 ラズ未グ尚不賛成

テ唱ヘル學者叉無 シトセズ。

扱 テ結核菌ガ抗酸性ナル本態 二關 シテハ從來多

歎學者 ノ實験研究 アルモ今日是テ結核菌々饅 ノ

保有 スル蝦様物質 二鰯因スルモノトスル説ガ最

モ有力ナルモノ・如 キモA.Fischer等 二依 レ

バ菌盟細胞 ノ構造及 ピ密度 ガ其 ノ主因ヲナスモ

ノトセラル。

Marmorek⑩ ハ培養基上幼若ナル結核菌ハ普通

盛基性色素殊 ニドメチレンプラウ」水溶液 テ以 テ

美麗 ナル青色二染 マリZieh1。Neelsen染 色二依

レバ抗酸性二乏 シク或ハ全 ク之 テ鋏如 スルモ1

アルテ報告 シ彼ハ是 レ結核菌 ガ特異染色性 ノ因

ナルベキ脂肪質ガ未 ダ形成 セラレザル爲 メナリ

トセリ。

Ferranaa2Sハ 榮養 悪 シ キ 培養基 上 二結核菌 ガ褒

育 久ル場 合多数 ノ非抗酸性桿菌 テ生 ジ得 ベ シ ト

蓮 ぺb後Petroffagモ 亦 同檬 二報 ゼ リnFerran

ノ云 フ非抗酸性桿菌 ハ結 核菌 トシテ雑菌性 ノ階

級 ニ アリ形態的 二攣化性 ト不定性 テ示 シ、彼 ハ

之 ラ結核 菌 ノ髄 育 ノ第一階級 昌在 ル モ1ト ナ

シ、時期 ト状態 ノ痩化 昌依 リテ此 ノ非抗酸性継

菌性 ノ菌 ガ抗酸性 ノ結核 菌 二疲 育 スル モ ノト信

ゼ リ。然 ル三Ramond及 ピRavauta5)ハFerran

ノ方 法 ラ追試 シタルモ人型結核 菌 昌於 テハ種 々

ノ榮 養悪 シキ培 地 昌縫 績移植 テ行 ヒタル モ途 二

Ferranノ 云 ヘルガ如 キ雑菌性!型 テ得 ル昌成

功 セザ リシモ唯 恥垢 菌及 ピ鶏結核 菌 ニノ こ弗 抗

酸性型 デ得 タ リ ト。

Dubardaqハ 普 通 肉汁 ノ如 キ榮養悪 シキ培養基

ノ環境 二馴 ラシテ40代 ノ移植 ラ行 ヒシニ途 二

迅 速 ナル登育 テナスニ至 リ、斯 カル状態 二於 テ

ハ結核菌 ガ菌塊 トハ ナラズ均等褒育 ラナ シテ培

養基 中 二浮游 シ恰 モ「チ フス」培養或 ハ連蹟状球

菌 ノ如 キ漏濁 テナ シ、漸次 放置 ス レバ定型的 ナ

菌、穎粒 ガ沈澱 スルガ其 ノ中_ハ 又分枝 テ有 ス

ル モ ノテ認 メタ リト。彼 二依 レパ此 ノ階級 ノモ

ノハ抗酸性染色法 ニハ ヨク染 ラズ却 ツテGram

染 色 二好染 セラル コ トラ述 ベ ラレタ リ。

Arloing及 ピCourmontaη ハ或 ル人型結核菌 ラ

「グ リセ リン」肉汁 ヨ リ普通 肉汁上 二移植 シタル

後馬鈴 薯培養基上 二培養 セルニ鶏結核菌 二類似

セル形 テ トル テ認 メ、染色上 ノ性質 ハ培養期間

ト共 二或 ル程度 マ デ攣化 スル コ トテ傳 へ、爾彼

ハ馬鈴薯培養基上 二襲育 シタル菌苔 テ 「グ リ セ

リン、ブ イオ ン」中 二移植 シテ之 テ液 中 二沈 メテ

混和 セ シメテ培 養 テ持績 シ毎 日振儘 シテ液面 二

菌苦 ノ形成 スルテ防 グ時 ハ結核菌 ハ液 中 二畿育

シテ李等潤濁 ノ外観 テ呈 スル テ報 ゼ リ。此 ノ菌

ラ海瞑 二接種 スルニ初 メハ唯淋 巴腺結核 テ起 ス

ノミナルモ歎同動 物通過 テ行 ヘバ定型的粟粒 結

核 二罹患 スル コ トテ實験 セリ。

Auclairasハ 結 核 菌 テ振 艦 シツ ・累代 移植 テ行

ヒ2株 ノ人型 菌 テ雑菌性 トナ シ得 、此 ノ菌 ハ液

盟培養 基中 一 均等登育 テナ シ、37。C.デ 迅 速 ナ

ル褒 育 テ ナ シ室温 二於 テモ相 當 二嚢育 ス ト。

Ferranag)ハAUclairノ 方 法 テ追試 シテ結核菌

ノ雑 菌型 ノモ ノ'ハ非抗 酸 ニ シテ嫌氣 性培 養 ニモ

好氣性培養 ト同檬 ニ ヨク登育 スル コ トテ添 加 セ
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り。

Krylowc2Q)ハ 結核 菌 ハ其 ノ幼若時 二於 テハziehl

法 昌モGram法 ニ モ染 色 セズ其 ノ壇育階程 二

於 テGram陽 性質 ハ抗酸性質 ヨ リモ早期a出

現 ス。而 シテ前者ハ穎粒状 昌集籏 スル傾 向 アル

昌反 シ、後 者ハ菌盟 昌淵蔓 スルモ ノトセ リ。

Wherry(21}ハ 結核 菌 テ種 々 ノ合成培養基 上s■

績培 養 スル時 ハ非抗鹸性菌 テ得 タ リ ト。彼 ハ是

レ脂肪 ノ合成 二不適當 ナルニ因 ルモ ノ誌 シテー

定物質 テ補 フ事 二依 リテ失 ハ レタル抗酸性 テ恢

復 セ シムルコ トテ得 タ リ ト報 ズ。

一方叉Suyenaga(22)ハ340同 二及 ピテ迅速 亭累

代移植 ラ行 ヘルモ抗 酸性 々質 ガ極 メテ僅 カニ減

少 シタル ニ過 ギザル コ トテ述 ベ タリ。

Much騨5)ハ1907年 二結核菌 二二型 ノ存在 スル

コ トテ設 ケ リ。即 チ彼 ノ所謂第一型 トスルモ ノ

ハ吾人 ノ通 常遭遇 スル細長 ノ抗酸性桿菌 エ シテ

抗酸性 ノ穎粒 ガ列 テナ シテ居 ル型 ニ シテ被膜 テ

有 ス。結核菌 ガ此 ノ被膜形成 テ訣 グ時 ハ穎粒 ハ

非抗酸性 トシテ現 ハル ・コ トテ述 ベ タ リ。彼 ハ

抗酸性菌 テ認 メヌ寒性膿瘍 ヨリ培 養及動物接種

テ行 ヒ陽性 ノ結果 テ得、叉抗 酸性菌 テ認 メヌ結

核 菌患者喀疾 中 一Gram法=染 色 サ レル穎粒

及 ビ桿菌 デ認 メタ リ。之即 チMuchノ 所 調結

核菌 ノ第二型 ナ リ。更 一MuchハGram・ 陽 性

穎粒 ガ織細 ナル非抗酸性桿菌 二参與 スルモ ノナ

ル コ トテ述 べ、結核菌 ノ登育環 二次 ノ如 キ連績

ガ存在 スルモ1ト セ リ。即 チGram陽 性穎粒

一Gram陽 性 桿菌一 非抗酸性桿菌一抗酸性桿菌

一抗 酸性穎粒 ナ リ。彼 ハ抗酸性桿菌 テ認 メヌ結

核 性關節炎 ヨリ取 リタル膿 テ海猿 二接種 シテ時

間的 二検査 ラ行 ヒテ之 テ説明 セリ ト。Muchハ

氏 ノ所謂穎粒 テ以 テ結核菌 ノ登 芽型 トシ、其 ノ

出現 ハ生盟 内 二於 ケル ト培養基上 二於 ケル トテ

問ハズ生活要約不適當 ナル場 合 二見 ルー種 ノ適

慮反鷹 ナ リトセ リ。

Berge1㈹ ハ結核菌 ハ結核患者 ノ血清或 ・・淋 巴液

中 二脂 肪分 解性 ノ物 質 ヲ含有 シ、Muchノ 穎 粒

ハ此 ノ脂 肪分解酵素 ガ結核菌 二作 用 シテ生ズ ル

モ ノ トセ リ。Berge1ハ 又Muchノ 顧 粒 ハ詰核

薦 ノ塑形型 ナ ル意 見 ラ持 シ、磯 生上必要 ナル

モ ノ=非 ズ トセ リ。MeaderM),Pelosde-,Frae

noo捌,MacJunkin(so)尊 モBergeL卜 同機結核

菌 ノ憂形 トス.Bergelハ 牛 型結棚 ラ 瀕 冥ノ

腹膜腔 内昌接種 シテ浸 出液 ラ定朔的 昌探 取 シテ

抗酸性桿歯一抗 酸性頼粒一一非抗 酸性穎 粧一非抗

酸性桿菌 へ ト璽 化 セ リ ト.・

Bezangon及PhilibertpaL)ハ 「グ リセ リン.プ ィ

オ ン」昌畿育 シタル結核菌 ラZiehlgNeelsen或

ハFontes染 色=依 リ之 ラ組織學 的=観 察 シタ

ルニ青色稠 密網 ヨ リ抗 酸性桿菌及 ピ微小頼粒 ガ

生 ズルラ見、彼 ハ此 ノ観察 ヨ リ抗酸性桿菌 ハ登

育復 ノ軍 ニー時的階程 ナ リ ト論 ゼ リ。

Reenstiera{s2)ハ 圓 形或 ・・擶圓形穎粒 又 ハ酵母 様

ノ非抗酸性菌 ヲ認 メ是等 ハ 海狽 二病原性 ナ シ

ト。而 シテ球 菌形 ヨ リ圓形穎 粒 ノ連鎮 ガ出來、

叉抗酸性桿菌 ラモ生 ズ ト述 べ、青染球菌ハMudh

ノ穎 粒 ニー致 スルモ ノ ト考 ヘ タ リ。

OerskovtS"・ ・10株 ノ人型結核菌 ラ種 々 ノ培養 基

上 二褒育 セ シメ其 ノ内4株=青 染桿菌或 ハ穎粒

ヲ認 メ他 ノモ ノニ於 テハ3年 間抗酸性特性 ラ止

メタリ ト。SweanY3Dハ 結 核菌 ノ種 々 ノ形 態 テ

記載 シ、更 二彼 ハ各結核菌 々形'}或 ル項境 ノ下

二於 テ非抗酸性 ノ状態 二止 マ リ得 ル ト云 ヘ リ。

1929年Kahn【35)ハMicromanipulator凸 依 リ

人型結 核菌 ノ軍一的登 育現 二就 キ テ顯微鏡 的観

察 テ行 ヒ結核菌 ハ軍純 ナル分裂法 二依 リテ増 殖

スルモ ノニ非 ズ シテ複雑 ナル増殖 法 ラ トルモ ノ

トセ リ。即 チ結核菌桿菌 ガ分 割 シテ3個 或 ハ其

以上 ノ楴 圓形 ノ輩位 トナ リ更 二個々 ノ軍位 ガニ

分 シテ隻球形 トナ リ、是等 ガ相集團 シテ塵 埃様

非抗 酸性小片 トナ リ之 ヨリ途 二微小 ナル桿菌 ラ

蛋生 ス。之即 チ成熟 セル結 核菌 ナ リ ト。khn(pm

ハ 人 型結核菌 ノ培養基表面 二嚢育 セル菌 聚落 テ

組織的=研 究 シ明瞭 ナル3層 ヨリナ リ是等 ノ層

ハ結核菌 ノ登育相異 二依 ル モ ノニ シテ抗酸 性及

ピ非抗酸性桿菌 ト穎粒 ガ特 異 ナル配列 ラナ ス ト

報 ゼ リ。
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Mahercva'、1ケ 年以 上 「グ リセ リン、 プ4オ ン」

・二密栓 シテ培 養 セル結核菌 ラ固形或 ハ液胆培地

上 二移植 スルエ或 ル試融管 ノモ ノハ漸次赤 味或

ハ黄色 テ帯 ピタル聚落 ヲ生 ジ之 ヲ移植 シテ非抗

酸性桿菌及 ピ球菌 ノ純培養 ラ得 タ リ ト。

Kumb麟ry{80ハ 「グ リセ リン」ト「ヱ チル アル コホ

ール」 トノ混 合液 中 二馬鈴魑片 ラ鹿理 シタルモ

ノニ結核 菌 テ3代 移植 シタル=青 染桿菌、球菌b

「ヂ フテロイー ド」菌 等 テ生 ジ「グ リセ リン」肉汁

中 二此 ノ青染 桿菌 ラ純培 養 スルニ成功 シタルラ

傳 フ。

叔 テ我 ガ有馬 、青山、太縄圃氏等 ガ「サボ ニ ン」

加無蛋 白培 養基 二人型 結核 菌 テ培養 シテ50株

中鍬株 二殆 ン ド完全 二抗 酸性 ラ喪 失 セル菌 株 ラ

得 タルコ トラ報 ジ、 次 デ矢部 氏働 ガ無患子 「サ

ボ ニ ン」加 「味素」培 養 基二人型 菌 ラ培 養 シテ17

株 中2株 ヨ リ完全 二抗酸性 テ失 ヒ タ ル綜状菌

(TY菌)ナ ル モ ノテ得 タ リ。然 ルニ叉一方Schn-

Ureret),Simonovid42)等 ガ 「サボ ニ ン」加培養 テ

行 ヒタルモ非抗酸性菌 ラ得 ルー成功 セザ リシラ

報 ズ。

最近中川氏㈹等 ハ膓汁酸盛添加 「グ リセ リン」肉

汁 二3株 ノヨク培 養 二慣 レタル磯 育旺盛 ナル人

型菌 テ其 ノ液面 二培 養 シタルニ試験 管底 二沈 渣

ラ生 ズルテ認 メ此 ノ沈渣 ヨリ非抗 酸性菌 テ分離

スルニ成功 セ リト。

斯 クテ今 日'デ 先人 ガ記載 セル結核菌 ノ染 色的

髪 化特 二非抗酸後 二關 スル文獣 ノ大要 テ述 ベ タ

リ∩

而 シテ是等攣形、慶性 セル結核菌 ガ如何 ナル意

味 ラ有 スル カニ就 キ テ ハ各其 ノ説 テ異 ニ シ、

DegenerativeFormト 云 ヒ、GenerativeForm

ト構 シ、Mutationト 唱 フルモ其 ノ如何 ナル意

味 テ持 スルモ ノナル カニ至 リテハ今 日余 ノ論 ゼ

ン トスル虐 二非 ズ。

,第 二 節 實 験

實験 二先 チ余 ノ培養基 二使用 スル卵黄蛋 白水ソ

濃度拉 二注加 スル「アル カ リ」量 ト結核菌 ノ登育

度 トノ關係及 ピ余 ノ使用 スル「アルカ リ」卵黄蛋

白水 ノ特性 ラ知 ラントシテ次 ノ第一、二、 三項

ノ實融 ラ行 ピタ リ。

第一項 「アル カ リ」卵黄 蛋白水 ノ

濃度 卜結核 菌褒育度

余 ハ實融 昌使用 シタルモ ノハ5%卯 黄蛋白水 ナ

ルモ妓 二其 ノ濃度 ト疲育度 トノ關係 テ知 ラン ト

≒テ余 ノ製法 昌依 ル5%「 アル カ リ」卵 黄蛋 白水

ラ蒸鯛 水 ラ以 テ種 々 ノ稀羅度 ノモ ノラ製 シ是尊

二「アルカ リ」卵黄蛋 白水 中昌壷育 シタル魍切菌

ノ同量 テ移植培養 シテ各 々磯育度 ラ比較 シタル

ニ第4表a示 ス如 ク5%ノ モ ノニ蛋育最 モ良 ク

稀覆度 テ 檜 ス ト共 二其 ノ褒育 テ減 ジ32倍 ノ稀

稗液 二至 リテハ5%ノ モ ノニ比較 シテ歎分 ノ1

以 下 ノ程度 ナ リ。

第4表 「アルカリ」卵黄蛋白水濃度b

結核菌蟹育度

5%
しアル

稀1曝度1カ リ」2倍14倍[8倍

繰 蛋

育度lvlvlVII皿1∬II

註、5%ノ モノニ於ケ,レ壁育度 ヲIVト

シ数字 ノ減少ノ・蛮育度 ノ減少 ヲ示ス

第二項 注 加「アルカ リ」量 ト結核菌嚢育度

余 ノ使用 スル「アルカ リ,j卵黄蛋 白水 ハ5%卵 黄

蛋 白蒸瑠水乳剤100ccm-1%苛 性 曹達2ccm

テ注加 シタルモ ノナルガ余 ノ實験 二依 レバ5%

卵 黄蛋 白乳剤100ccmテ 透 明 二7・ル ニ必要 ナル

苛 性曹達 ノ量 ハ鶏卵 ノ種 類 ノ如何 ニ ヨラズZF均

1%苛 性曹達液1.7ccmナ セバ足 ルモ余ハ更 二

〇.3テ 追加 シ帥 チ2ccmテ 注 加7・ル コ ト・セ リ。

今 注加 スル「アル カリ」量 ト結核菌 ノ褒育度 トノ

關係 テ知 ラン トシテ乳 剤100ccm二1%苛 性 曹

達液2・5ccmテ 注 加 シタルモ ノ ト2ccmテ 注 加

シタルモ ノ トニ「アルカ リ」卵黄蛋 白水中 二襲育

シタル熊切菌株 ノ同量 テ移植培養Eテ 培養1ケ

月後 二其 レ等 ノ登育度 テ比較 シタルニ2ccm注

加 ノモ ノハ2.5ccm注 加 ノモ ノヨ リ約2倍 以 上

二登育良好 ナ リ。 即 チ注加 スル 「アルカ リ」量 ノ

過多 ハ結核菌 ノ登育 ラ阻 止 スルラ以 テ乳剤100
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ccm二 封 シテ1%苛 性 曹達液2ccmヲ 油 加 シタ

ル モ ノテ最 モ適 當 トス。'

第 三項 余 ノ「アルカ リ」卵黄蛋 白

水培養基 ノ特異性 二就 テ

余 ノ「アル カ リ」卵黄蛋 白水 中 二結核菌 ラ培養 ス

レバ其 ノ毅育状態及 ピ染 色上 二特異 ナル壁化 テ

認 ムル昌至 ルラ以 テ結核菌外 ノ抗酸性菌 ヲ此 ノ

培 養基中 二培 養 シテ其 ノ特異性 テ 知 ラン トセ

リ。 偶 々余等 ノ實験 室 昌於 テ高崎氏 ガ尿中 ヨリ

分離 セルー種 ノ抗酸性菌 ノL6wenstein培 養 基

上 ÷X育 シタルモ ノ ・分譲 テ 受 ケ此 ノ菌 デ「ア

ルカ リ」卵黄水、 「グ リセ リン、 プィガ ン」、 「ブ

イオ ンJ、無蛋白培養基及 ピ余 ノ「アル カリ」卵黄

蛋 白水等 ノ培 養基内 二培養 シテ其 ノ駿育度、磯

育状態及 ピ染色的慶 化 テ検 シタル ニ第5表 二見

ル如 ク「アルカ リ」卵黄 水及 ピ「アルカ リ」卵黄蛋

白水 ニハ共 二登 育最 モ ヨク、無蛋 白培養基 ニハ

遙 カニ叢育悪 シク、 「グ リセ リン、 プ ィオ ン」二

ハ僅 力昌搬育 テ認 へ 「ブ{才 ン」昌ハ更 二其 ノ

疲 青悪 ル シ。磯 酬 犬態 ラ見ル昌け ル カ リ」卵黄

水 漏於 テハ儲底 昌疲育 スル菌塊 ハ粘稠性 ノー塊

トナ リ振 鰍 スレバ均 等浮澹液 ノ朕態 ラ呈 スルモ

再 ピ沈澱 シ易 クbrア ル カ リ」卵黄蛋 白水中 昌疲

育 セル菌塊 モ至極粘稠 性 ヲ有 スルー塊 トナ リ振

轍 ス レパ均 等培養 ノ状態 トナ リ敷 日間放 置 スル

モ僅 ゐ二其 ノー部 ラ沈澱 スル乙止 マル。無蛋 白

培養基 二於 テハ菌 ハ相集 国 シ菌塊 ヲ作 リテ登育

シ決 シア粘稠 ナルモ1ト ハナ ラで振 猛 スル モ勿

論均等 トハナ ラズ。 「グ リセ リン、 プ{オ ン」及

ピ「プィオン」内 二獲育 シタルモ ノモ亦 之 卜同機

ナ リ。次 二染 色上=就 キテZieh1・Neelgen染 色

ラ以 テ検 スル三「アル カ リ」卵 黄蛋 白水中 二登育

セルモ ノラ培養2週 目二移植 シテ2代 目 ノ2週

二至 リ多撒 ノ非抗酸性菌 テ認 ムルモ其 ノ他 ノ培

養基 中 二磯育 シクル モ ノハ依然 トシテ不髪 ナ リ

キ 。

第5表 「ア'レカリ」卵黄蛋白培養基 ノ特異性

内
水
紛
助暫
防
翫瑚難培

曇 育 度

獲育状態

鏡 検

良

粘稠性 ヲ有
ス,レー塊

不 憂

1ア ル カ リ」

卵 黄 蛋 白水

(pH=7.5)

良

至極粘稠性ヲ
有スルー塊、
均等蟹育

幾多非抗酸性菌出
現、菌形

一般二頬小

猛 劇器三誌
精 ζヨク戚育

菌相集團 シ
菌塊 ヲ作 リ
粘稠ナラズ

不 憂

僅 カニ螢育

「プ材 司 膿 臆

(pH=6.2)i

曇育至極悪 2週 間

第四項 使用菌株

余 ハ本實験 二供 シタル菌株 ハ培 養 ニ ヨク馴 ラサ

レタルモ ノ及 ビ新 シク患者 ヨ リ分離 シクルモ ノ

等合計16株 ナ リ。 使用菌株 テ 列墓 ス レバ次 ノ

如 シ。

A菌 株

當實験室 二所有 スル菌株 ニ シテ「アル カリ」卵黄

水培養基 中 ノ磯育 二馴 ラサ レタル人型菌 ナ リ。

牛型菌株

昨年北研 ヨリ分譲 テ受 ケタル モ ノニ シテ「グ リ

セ リン、 ブィオ ン」液面 二登育 セルモ ノナ リ。

BCG菌 株 燈 ・'一'

Calmette-Gu6rinノ 所 謂BCG菌 ニ シテ東 京市

療 養所 ヨリ分譲 セ ラル。

Ehrlich菌 株

東京市療 養所 ヨ リ分 與 テ受 ケタル モ ノニ シテ

「グ リセ リン
、 ブ イオ ン」液 面 二培養 セ ラレタル

モ ノナ リ。

田中、篠原、東 方、 奥、 高橋 菌株

是等 ハ東 京市療養所 ヨ リ分譲 テ受 ケタル人型菌

ニ シテ東方菌 株 ハ結核 患者 糞便 ヨリ分離 サ レ
、

其 ノ他 ノモ ノハ何 レモ結 核患者喀疲 ヨ リ分離後

歎代 固形培 地 テ経 タルモ ノナ リ ト。 ・'

荒 井・中山、大畑 ・田中(治)、 熊切、 甲谷、 右
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川 菌株'

余 ハ入院患者喀痕 ヨリ分離 シタル人型菌 ニ シテ

甲谷及 ピ石川菌 株 ハ分離後Petroffノ 培 地 二2

代 テ経 タル モ ノー シテ、其 ノ他 ノモ ノハ分離後

「ア ル カ リ」卵 黄水 一=2代 乃至3代 移植 サ レタ

リ。分離 ハ 佳 吉氏10%硫 酸 法 二 依 リLδwen・

stein或 ハPetroff培 地 ヲ使 用 セ リ。

第五項 實験 方法

上述 ノ菌 株 テ 「アルカ リ」卵黄蛋 白水及 ピ「アル

カ リ」卵 黄水及各 々2乃 至3本 二 第二章第二節

二記載 シタル ト同様 ノ方法 二依 リテ各菌 株 ノ同

量宛 テ移植 シ、 「バ ラフtン 」封鎖後37℃ ノ解卵

器 中二培養 シ各培養基 二於 ケ ル 襲育度 テ比較

シ且 ツ菌 ノ襲育欺態 テ検 ス ル ト同時 二Zieh1-

Neelsen染 色 二依 リテ鏡検 シ更 二2代 目 トシテ

「アル カ リ」卵黄蛋 白水 二移植 テ行 ヘ リ。

第 六項 實験成績

(一)登 育度

結核菌16株 テ余 ノ製法 二依 ル「アル カ リ」卵 黄蛋

第6表 「ア,レカリ」卵黄蛋白水中二於ケ

Jレ結核菌號育度

＼
度
育菌

株
刃

㌦ 培地別「ア_1「 ア_」i

十
一十

山

畑

中
r

荒 一圭 尉_+

塑韓
薫
誕
舗

1-・ 一

奥

東 方

十

十

十

十

十

一

一

一

十

十

十

十

十

十

十

十

=

li

i「アー 」培鋤

1卵黄醐
十 36,,

十

十

37,,

16,,
一
十 14,,

十 22,,

十 31,,

什 30,,

十 13,,

什 44,,

什 15,,一
什 35,,

一一 一

什 12,,

什 30.,

十 12,,

十 30,,

怯 12,,

註 、 十 ノ・「ア,レカ リ」卵 黄水 ノ蛮 育度 ヲ示 シ'朴
・・夫 以 上 ノ號 育度 ヲ示 ス。

ノ

白水 中 二培養 シテ其 ノ磯育度 ラ検 シタルA第6

表 二見 ル如 ク之 ヲ「アルカ リ」卵黄水 中 一於 ケル

磯育度 一一比較 シテ優 ル トモ劣 ラズ。 而 シテ 「ア

ル カ リ」卵黄蛋 白水 二於 テハ 「アルカ リ」卵黄水

ヨリモ其 ノ磯育一般 二迅速 ニ シア早 ク援育 ノ頂

貼 二逮 シ2週 以後 ノ臓育 ハ極 メテ徐 々ナ リ。

(二)疲 育状態及 ピ均等培 養 二就 テ

「アルカ リ」卵黄蛋 白水 中 二磯育 スル菌 バー殊特

異 ナル臓育状態帥 チ培養 日撒早 キハ2週 ニシテ

管底 二褒育 スル菌塊 ハ至極粘稠性 テ有 スルー塊

トナ リ、軽 ク之 ラ振鰍 ス レバ龍巻状、火煙 状 二

系 テ引 キテ立 チ登 リ恰 モ喀疾 テ水 中二振艦 シタ

ル ガ如 クー シテ、又大腸 菌等 ノ「プ ィオ ン」管底

二磯育 セル菌 テ軽 ク振濫 シタル ト同様 ノ外 観 テ

呈 ス。更 二租 賜星ク之 ラ振搬 ス レバ殆 ン ド均等

俘游液 ノ状態 ラ取 ルニ至 リ菌艘ハ容易 二沈澱 セ

ズ。斯 クノ如 クナル ニ要 スル日撒 ハ勿論菌 株 二

依 リテ異 ナル ト難 モー般 ニ ヨ リ培 養 二馴 ラサ レ

タル菌株 ハ早 ク此 ノ状 態 ヲ示 シ、新 シク分離 セ

ラレタル モ ノハ上述 ノ状態 二到達 スルー日歎 テ

要 ス。然 シテ初 代 ニテハ振 盤 スルモ僅 カニ雲架

状 二立 チ登 ル程度 ノモ ノモ更 二之 テ移植1テ2

代 乃至3代 ト世代 テ重 ヌ レバ次 第 二粘稠性 テ増

シ遂 二上記 ノモ ノ ト全 ク同一状態 トナル。中山、

大畑、荒井、熊切、牛型、田中(治)、A.Ehrlich、

BCG等 ノ菌株 ハ何 レモ前者 ニシテ石川、 甲谷、

田中、篠原、高橋、 奥、 東方等 ノ菌株 ハ後 者 二

局 セ リ。此 ノ培地 二世代 テ重 ヌル ト共 二蛋育 ハ

迅速 トナ リ移植後1週 遅 クモ2週 ニ シテ磯 育 ノ

頂鮎 二達 シ其 ノ後 ノ登 育 ハ徐 々ナルモ培 養 日敷

ト共 二粘稠性 テ増加 ス。

一一方是等16菌 株 ノ 「アルカ リ」卵黄 水中 二螢 育

シタルモ ノハ決 シテ粘稠性 トハナ ラズ菌相集 團

シテ大小 ノ菌塊 テ造 リ振 量 スルモ均等駄態 トナ

ル コ トナ シ。以 上16株 ノ結核菌 テ凡 ソ30日 乃

至40日 毎 二此 ノ 「アルカ リ」卵黄蛋 白水中 二累

代 移植 テ行 ヒタルニ悉 ク2乃 至5代 ニ シテ試験

管 々底 二礎育 スル至極粘稠性 ナル菌塊 ハ振 澁 ス

ル コ トニ依 リ殆 ン ド総 テノ菌株 ハ容易 二全 ク均
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等培養 ノ状態 トナ リ「チフス」菌液 ト同様 ノ淵渦

ラ呈 シ容易二沈澱 セザルコトラ認ノタリ。而 シ

テ此 ノ培養基中昌粘稠性 ノ毅育 ラナスニ至 リタ

ル菌 ハ普通結核薗 ノ如 ク火煙申二致 スモ爆音ラ

畿 セズ。

余 ハ更 二此 ノ培養基 ラ使用 シテ完全 二均等叢育

テナサシメントシテ實験 ラ進 メタルニ曹通實験

室 ニテ使用 スル内縄1,8cm前 後 ノ試験管 二培

養液 ラ約3.5cmノ 高サ・;入レタルモノヨリハ

内経2・3乃 至2・4cmノ 大試験管 二培養液 ラ約

4.5em前 後 ノ高サニ入 レタルモノニ培養 スル方

ガ遙 二優秀ニシテ余 ハ此 ノ大試験管 二上述 セル

状態 ノ菌 ラ移植シテ完全 二均等 二登育 テナサシ

メ得 タリ。郎 チ菌ハ培養基二卒等二浮游 シテ装

育 シ、顯微鏡的 ニモ菌ハ各孤立散在 ス。

(三)鏡 検所見特 二非抗酸性結核菌 二就 テ

余 ノ「アルカリ」卵黄蛋白水培養基中二培養サレ

タル結核菌ハ菌株 二依 リ多少 ノ差 アルモZiehl-

Neelsen染 色二依 リ鏡検 スルニー般 二短 久 抗

酸性菌ハ短桿菌、穎粒性桿菌及 ピ圓形、欄圓形

或 ハ不規則 ナル形 テナセル穎粒等ナリ。

扱 テ舷 二興味 アル事ハ此 ノ培地中二培養サ レタ

ル結核菌 ハ早キハ初代ニシテ幾多 ノ非抗酸性結

核菌 ノ出現 テ認ムルコト員シテ其 ノ菌形ハ抗酸

性菌 ノ菌形 ニー致 シ短桿菌、穎粒性桿菌及ピ圓

形,備 圓形或ハ不規則ナル形 ノ頼粒等 ヨリナル。

同時二又抗酸性微弱 ナルモノ、薄赤青及 ビ紫色

等 二染色セラレタルモノ等即チ染色上非抗酸性

トノ移行型 ノ多数テ認ム。非抗酸性菌出現 ノ撒

ハ菌株二依 リテ差 アリ、又培養 日数3週 後 二於

◎

テ特 轟多激 高壷 生 スル ラ見 ル。初代 昌於 テ非抗

酸性結核菌 ラ認 メザ リシモ!モ30日 乃 至40日

悔 二移植 シテ世代 ラ重 ネテ2乃 至4代=及A'パ

非 抗酸性結核菌 ノ出現 シ來 タ ル ラ 認 ムルニ至

ル。 中山、荒井、熊切,牛 型.Ehrlich,田 中.

彿 原等 ノ菌株 二於 テハ既 二2代aシ テ多撒 ノ非

抗酸性 菌 デ認 メ、BCG,大 畑.A,田 中(治)、 甲

谷.石 川、奥、高橋、東方等 ノ菌株 ハ之 昌次 グ。

是等16菌 株 中敷代 ラ経過 シタル今 日最 モ多撒

一非抗酸性菌 テ認 ム ル ハ 中山、熊切、 牛型.

Ehrlich.篠 原 菌株等 ・=.シテ多 キ・・菌全艦 ノ約2

分 ノ1程 度 二達 ス。

斯 ク ノ如 ク多激 二非抗酸 性結核菌 ノ螢 生 テ見 ル

a至 リタル状態 ノモ ノラGram染 色 ラ行 ヘ パ

Gram陽 性 ナ リ。

(巻末 二Ziehl-Neelsen染 色 二依 ル鏡検所 見要

貼窮生 圖数例 ラ掲 グタ リ。)

(四)二 次培 養所見

斯 クノ如 ク「アル ヵ リ」卵黄 蛋白水 中二培養 サ レ

タル結核 菌 ガ幾多 ノ非抗 酸性結核菌 ラ蛋 生 スル

ニ至 リタルモ ノラPetroff,L、6wen8tein及 ピ

普通寒天斜面等 ノ培養基 二移植培 養 テ行 フニ何

レニモ 蛮 育迅速 一 シテPetroff及 ピLδwen-

stein培 地 二於 テ・・非抗酸性菌 ・・消失 スルモ普

通寒 天斜面 二褒 育 シタルモ1テ 鏡検 スルニ非抗

酸性菌 ハ依然 トシテ存在 シ微細桿菌、穎粒 性桿

菌、微細 ナル種 々 ノ形 テ取 レル穎粒及 ピ塵檬物

質等 ヨリナル。抗酸 性菌 モ至極多型性 一 シテー

般 二短小、穎粒 二富 こ特 二球状 頼粒 多 シ。

第五章 総括粒二考案

結核菌 ノ液艦培養基内登育二關 スル實験 二就 キ

テハ既二小括 トシテ述ベタルテ以テ舷 二余 ノ所

謂「アルカリ」卵黄蛋白水中二結核菌 ノ培養 ラ行

ヒタル結果テ縮括 セントス。余 ハ結核菌 ノ液盟

培養基内褒育 ノ實験 二於テ常二其 ノ螢育状態及

ピ染色的攣化二注目シタルニ此 ノ「アルカリ」卵

黄蛋白水培養基 ノ管底 二螢育スル結核菌々塊 ガ

至極粘稠性 テ有 スルー塊 トナ リ、振塩 スレバ均

等液 ノ外観テ呈 スルテ認メ、更二適切ナル方法

ノ許 二世代 ラ重 ネテ幾多 ノ結核菌々株 テ完全二

均等壷育 テセシメ得 タルテ以テ今所謂結核菌 ノ

均等培養 二關スル文獣 ラ窺 フニ嚢 二Arloi㎎

ハ結核菌テ馬鈴薯培養基上二駿育 セシメ其 ノ菌

苔 ラ「グリセリン、 プィオン」中二移植シ毎 日振
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盆 シツ ・培養 スル コ トニ依 リ李等 漏濁 ノ外観 ラ

呈 セ シメ タル ラ報 ジ、我 ガ川村 氏ハ「アルカ リ」

性卵黄液 ヲ添 加 セル4%「 グ リセ リン」寒 天培養

基 上 二登育 シタル漁潤 粘稠性 ナ ル 菌苔 ヨリ「グ

リセ リン」肉汁 二移植 シテZF"等培 養 ラ得 タ リ ト。

又有馬、太縄、 青山氏等 ハ「サボ ニ ン」加無蛋白

培養液 中 二結 核菌 ノ培養 テ重 ネタル 昌振 塩 二依

リ李等 俘游液 ノ状態 ニナ シ得 タ リト報 ジ、矢部

氏㈹ハ結核 患者 ノ喀疾 ヨリPetroff氏 法 二依 リ

テ分離 セル結核 菌 テ「サポ ニ ン」含有無蛋 白培養

基 二縫 植 スル コ ト約1ケ 年 ニ シテ液盟培 養基 二

略 ㌃均等駿 育 テセ シムル コ トテ得 タ リト.然 レ

ドモ是等均 等培 養 ラ得 タ リト云 ヘルモ ノモ僅 カ

ニ敦 探 ノ特 別 ナル結核 菌々株 ニノ こ限 ラ レタル・

モ ノニ シテ其 ノ如何 二得=が タキモ ノナル カバ遍

ク人 ノ知 ル虎 ナ リ。余 ノ培養基 ト培養 方法 ラ以

テス レバ菌殊 二依 リ多少4難 易ハ アルニセヨ容

易二均等培養 ノ状 態 ニナ シ得 ルハ培 地 二封 スル

結核菌 ノ適慮 トハ云 へ實 二興味 アリテ尚除 リ有

リト云 フベ シ。

次 二非抗酸性結核菌 二就 キテ観 察 スル ニ、 既 二

結核菌 λ褒育環 ノー トシテ非抗酸 性結核 菌ガ存

在 スル トナス者 アルモ結核 菌 ノ培 養 二當 リ手 易

ク常 二非抗 酸 性結核 菌 ノ存 在 スル テ認 メ得 ザル

ハ其 ノ培 養 二從事 スル者 ノ周知 ノ事 ナ リ。余 ハ

各種液盟培 養基 内 二於 ケル結核 菌 ノ褒 育度 テ實

験 シタル際登育 シタル菌 テ検 シタルニ余 ノ所謂

「アル カ リj卵黄蛋 白水以外 ノ培 養基 内 二褒育 シ

タルモノニ於 テハー トシテ染 色的疑 化 テ認 メザ リ

キ。唯特別 ナル條件 ノ下 二培養 セ ラレタル或 ル

菌株 ニ ノミ稀 二非抗酸性結核 菌 ノ存 在 スル場合

アルテ知 ル。 非抗 酸性結核 菌 テ得 タ 咳 トナセル

實験的操作 方法 ラ列學 スル ニ、 同一培養基 二累

代 移植 テ行 フ場 合 テ暴 グル者 二Wherryプ リb

榮 養悪 シキ培 地 二培養 スル場合 テ 述 プ ル者 二

Ferran,Petroff,Ar}oing及 ピCourmont,

Spe㎎1er等 ア リ、振 盈培 養 テ行 フ場 合 ラ報 ズ

ル者 二Ferranア リ、培 養基 亭特別 ナル物 質 テ

添加 シテ之 二結核菌 ラ培 養 スル方法 ラ暴 グル者

ア リ、有編、k縄 、 青111氏等 ノ「サボ ニ ン」添加

無 蛋白培養 基 ハ 之 轟ノ猫 シb同 氏等 ハ50株 ノ継

核菌 中縷 カニ数株 一 ノこ殆 ン ド完全 二抗酸性 ラ

喪失 シタ'レ菌株 テ求 ムル テ得 タ リト。

是等諸頼 ノノ)'法ハA■Iilマ デ研究報告池 ラレタル

虜 ノ大様 ナルモ是等何 レ1方 法 ヲ以 テスルモ悉

クノ絃核 菌々株 二成功 シタル モ ノ鳥非 ザルハ云

フマデモナク僅 カニ或 ル菌株 昌 ノこ限 ラ レタル

モ ノー シテ、從 ツテ既 呂文獣 中 二記載 サ レタル

ガ如 ク是等 ノ方法 テ追試 シテ成功 セザ リシヲ報

ズル者 アル所以 一 シテ其 ノ如何 二困難 ナル カテ

物 語ル モ ノ ト云 ハザル〈ごカラズ。非抗酸性結核

菌 ノ純培養 二關 シテハ今 日余 ノ圭題 ナ ラザル テ

以 テ煙 ラク之 テ措 ン トス。 兎 二角非抗酸性結核

菌 二就 キテハ今 日tl1論乙駁悲 シキカナ未 グ定設

ラ見ザル モ結核菌 ガ未 グ蝋様物質 ノ形成充分 ナ

ラザ ル時 二非抗酸性 ナル コ トハー般 二首肯 セラ

ル ・腱 ナ リ。

扱 テ余 ノ所 謂 「アル カ リ」卵黄蛋 白水 中二結核菌

ラ培 養 スルニ比 較的容 易二多激 ノ非抗酸性結核

菌 テ蛋 生スル理由 二就 キテ考 ヘル ニ先 ヅ第一 二

此 ノ培 養基 ガ結核 菌 ガ其 ノ蝋様物質 テ形成 スル

ニ不適 當 ナル即 チ榮養 悪 シキ培地 トシテ考 ヘ ラ

ル ・モ其 ノ中 二培養 サ レタル結核菌 ノ綾育度 ハ

是 テ「アル カ リ」卵黄水 中 ノモ ノー比較 シテ優 ル

トモ劣 ラザ ル鮎 ヨリ見 ルモー概 二結核 菌 ノ培 地

トシテ榮養 悪 シキモ ノナ リ ト簡軍 二考ヘ ルハ適

切 ナ ラズ。若 シ結核 菌 ガ軍 二蝋様物 質 テ形成 ス

ルニ不適 當 ナル培 地 二培養 サ レタル場合 二非抗

酸性 トナ リ得 ルモ ノナ レバ無蛋 白培養 基 ノ如 キ

培 地 二於 テハ極 メ テ容 易二非抗 酸性菌 ラ褒生 ス

ベキ理 ナルモ事實 ハ然 ラズ。 嘗 テ矢部 氏ハ 「サ

ボ ニ ン」添 加培養基 ノ實験 二於 テ 「サボ ニ ン」ガ

直接結核菌 ノ蝋 様物 質 二作用 スル コ トヨ リモ軍

ロ「サボ ニ ン」添加 二原因 スル環 境 ノ憂 化 二依 ル

ト考 ヘル テ至當 トシ、從 ツテ「サボ ニ ン」テ添加

セザル トモ適當 ナル環境 テ得 レバ非抗 酸 性結核

菌 ノ出現可能 ナ リ ト云 ヘ リ。余 ノ培 養基中 二於

ケル非抗酸 性結核菌 ノ出現 モ亦環境 ノ慶化 二封
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スル結核菌 ノ適慮ナ リトモ云 ヒ得ル。

此 ノ培養基中二見ル非抗酸性菌ハ菌形全 ク抗酸

性菌二類似 シ、染色 ヒ抗酸性 ト非抗酸性 トノ移

行型 テ認 ノ得ル事及 ピ抗酸性菌 ト非抗酸性菌 ト

ノ配列状態等 ヨリスルモ此虎轟兄ル非抗酸性菌

ハ結核蘭ナルコトハ疑 フベクモナ シ。

要スル昌余 ノ所謂 「アルヵリ」卵黄蛋白水培養基

中二結核菌ラ培養 スルコトニ依 リ容 易二均等培

養 ノ朕態 昌到建セシメ得ル ト同時昌非抗酸性結

核菌 ノ多微 チ螢餓セシノ得 タルハ結核菌 ノ壁移

性 テ窺 ヒ剣1ル昌興味 アル實験 ナリト信 ズ◎

尚此 ノ培養基中二於 ケル精核蘭 ノ培養 晶就 キテ

ハ更 二賞験中ナル ト共 二余 ノ得 タル非抗酸性結

核菌 ノ多激 テ混在 シテ完全 昌均等衰冑 ゲナス菌

ノ毒力、免疫及血構學的實験ハ目下進行中 ナル

ラ以テ他 日其 ノ精果 デ報告センコトチ期 ス・

第六章 結 論

余ハ臓器、牛乳、卵黄及 ピ其 ノ他 ノモ ノヲリ自

家考案二依 リテ製出セルモノヲ液盟培養基 トシ

テ結核菌 ノ液禮内培養(培 養 日数主 トシテ2週

乃至5週)ヲ 實験 シタル結果テ結論 スレバ次ノ

如 シ。

1)牛 ノ肺、肝及 ピ脾臓浸出液中二於 テハ肺臓

二最 モ援育 ヨ ク肝及 ピ脾臓 三 ハ巖育至極悪ル

シ。

2)苛 性 曹達 テ以 テ透 明 トセル5%卵 黄蛋 白蒸

榴 水中ニハ褒育良好 ニ シテ、同様 二苛性曹達 ヲ

以 テ透明 トセル卵 黄 「レチ ・ン」(Merck)蒸 艘 水

中 ニハ殆 ンド登育 スルテ認 メズ。

,3)酸 テ以 テ透 明 トセル5%卵 黄水 中ニハ殆 ン

ド褒育 スルテ認 メズ、苛性曹達 テ以 テ透明 トセ

ル脱脂牛乳及 ピ魚肉、鶏 肉等 ノ浸 出液 中 二於 ケ

ル登育 モ亦不良 ナ リ。

4)一 般 二培 養 二馴 ラサ レタル菌 ハ液盟 内 二於

テモ磯育 シ易ク、又培養 中振 濫 スルコ トー依 リ

テ其 ノ獲育 テ助長 ス。

5)結 核菌 ノ液盟 内黄育 二最適常水素 「イオン」

濃度 ハpH6・2ト7・4ノ 間 ナ リ。

6)余 ハ卵 黄 テ「エー テル」ラ以 テ抽 出 シタル残

渣 ヨリ十分 「エー テル」テ傾斜除去 シ其 ノ5%蒸

鱈 水乳剤100ccm二1%苛 性 曹達2ccmノ 比 二

注加 シテ透 明 ナル培養基 テ造 リ之 ラ「アルヵ リ」

.卵黄蛋 白培 養基 ト命 名 セ リ。

■)此 ノ培養基 中 二於 ケル結核 菌 ノ登 育ハ良好

ナ ル バ ナラズ早 キハ初代逞 ク トモ3代 目ニ シ

テ培 養試験 管々底 二登育 スル菌 ハ至極粘調性 ラ

有 スルー塊 トナ リ軽 ク之 ヲ振 艦 ス レパ龍巻歌 二

綿 ヲ引 キテ立 チ登 リ恰 モ喀疫 ラ水 中 二振 霊 シタ

ルガ如 ク、稽t彊 ク振 雁 スV・C殆 ン ド均 等浮灘

液 ノ外観 ラ呈 シ容 易二菌 ノ沈澱 スル ラ見 ズ。 此

ノ培養基 昌世代 ラ重 ヌル コ トニ依 り結核 菌 ノ均

等培 養 二成功 セ リ。特 二内経2・3乃 至2・4eern

ノ大 試験 管 二培 養液 テ約4・5cmノ 高 サs入v

タ ルモ ノニ移植 スル コ トニ依 リ幾多,結 核 菌 々

株 テ容 易 二全 ク完全 一 均等黄育 ラナサ シ得 タ
t

リ。

8)斯 クノ如 ク此 ノ培養基 ノ管底 二登育スル菌

塊 ガ至極粘稠性 テ帯 ピ或ハ均等褒育テナスニ至

ル ト同時二此慮 二Zieh1-Neelsen染 色二依 り幾

多 ノ非抗酸性結核菌 ラ登生スルラ認ム。登生ス

ル非抗酸性菌 ノ藪 ハ菌株 二依 リテ差 アルモ多キ

ハ菌全禮 ノ牛歎二達 ス。非抗酸性菌ハ桿菌、顎

粒性桿菌及 ピ圓形、儲圓形等種々 ノ形 ラナセル

穎粒等 ヨリナル。同時 二染色上抗酸性 ト非抗酸

性 トノ移行型 テ認 ム。抗酸性菌ハ非抗酸性菌 ト

同一菌形 テ トリー般 二短形 ナリ。

9)同 時二「アルカリ」卵黄水培養基中二培養セ

ラレタル同一菌株 ノ結核菌 ノ登育状態ハ菌相集

團 シ、均等 トナラズ又粘稠性 ナク且ツ非抗酸性

菌ハ之 ラ認 メズ。

10)斯 クノ如キ状態二達 シタルモ ノヲPetroff,

L6wenstein及 ピ瞥通寒天斜面培養基 二移植ス

ルニ共 二嚢育旺盛ニシテPetroff及 ピ1、6wen」

steinノ 培養基二於 テハ非抗酸性菌 ラ清失 スル

モ普通寒天斜面 ノモノハ依然 トシテ非抗酸性菌
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ラ止メ且 ツ菌形多型性ニシテ特二球翔犬穎粒 二富

ムo

稿 ラ終ルニ臨 ミテ恩師塩谷先生二敬意 テ表 シ、

本稿 ノ御校閲 テ蒙 リタル東京市療養所長田澤博

士蛇 二同刷所長春木博士二深謝 シ、併 セテ實験

上 ノ便宜 テ賜ハ リタル馨川員諸氏二感謝 ス。
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附圖読明

余 ノ「ア ル カ リ」卵 黄蛋 白水 中 二 結 核 菌 ノ 液饅 内培 養

ヲ行 ヒタ ル モ ノ ・鏡 検 所 見 ノ 要 鮎 ヲ示 ス鳥 生 圖 数 例

ヲ掲 載 セ リ(Ziehl・Neelsen染 色)。

No.1.熊 切 菌株3代

Nα2.Ehrlich.,2,,

No.3.BCG,,2,,

No.4.牛 型,,2,,

No.5.中 山,,4,,

No.6.篠 原,,2。 。




